
 
 

 

第４期広域計画中間案について 

 

令和元年９月21日 

本 部 事 務 局 

 

１ 第４期広域計画策定の趣旨 

  東京一極集中や少子高齢化の進展など、関西が直面する現在の社会情勢への対応に加え、

「ワールドマスターズゲームズ2021関西」や「2025年大阪・関西万博」などの世界的イベン

トを活用した関西のポテンシャルの発信、女性活躍の推進、｢持続可能な開発目標(SDGs)｣や

Society5.0への対応などの新たな課題を踏まえ、今後の３年間に取り組むべき広域事務と政

策の企画調整、並びに分権型社会実現を目指した取組を明らかにするため、新たな計画を策

定する。 

２ 計画期間 

令和２年度から令和４年度の３年間 

３ 計画の内容 

 （別紙「第４期広域計画 中間案の概要（案）」のとおり） 

４ 第４期計画の特徴・変更点 

 ① これまでの取組の成果、課題に加え、｢広域行政のあり方検討会報告書｣｢広域計画等フォ

ローアップ委員会提言｣等の意見を踏まえた新たな視点。 

 ア．｢東京2020オリンピック・パラリンピック｣｢ワールドマスターズゲームズ2021関西｣の 

   効果を関西全体に波及させるための取組 

  イ．｢2025年大阪・関西万博｣開催に向けた対応と、その効果を関西全体に波及させるため           

の取組 

  ウ．｢持続可能な開発目標（SDGs）｣や、Society5.0等、世界の潮流を踏まえた対応 

 エ．在関西政府機関と連携した取組 
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② 広域連合が目指すべき関西の将来像 

  基本的な考え方の変更 

  第３期広域計画 

（１）国土の双眼構造を実現し、分権型社会を先導する関西 

（２）個性や強みを活かして、人の環流を生み出し、地域全体が発展する関西 

（３）アジアのハブ機能を担う新首都・関西 

    

 

第４期広域計画案 

（１）国土の双眼構造を実現し、分権型社会を先導する関西 

   （２）個性や強み、歴史や文化を活かして、地域全体が発展する関西 

   （３）アジア・世界とつながる、新たな価値創造拠点・関西 

 ５ 今後のスケジュール 

 10月 第２回広域計画等推進委員会  ：中間案への意見聴取 

 10月 広域連合委員会        ：中間案の協議 

 11月中  パブリックコメントの実施 ：中間案への意見照会 

 12月 第３回広域計画等推進委員会  ：広域計画（案）への意見聴取 

 １月 広域連合委員会           ：広域計画（案）の確定 

 ３月 広域連合議会            ：広域計画の議案提出 

 



第４期広域計画 中間案の概要（案） 別 紙




